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第６章 事業計画 

第１節 事業推進体制 

 本史跡の整備事業については、文化財部局のみならず、国立公園としての管理を行う中国四国

地方環境事務所、また、まちづくりや観光、自然環境、防災などに関連する、観光課、公園緑地

課、水産課、防災危機管理課などの庁内関係部局との連携を強化し、行政一体となって本史跡の

適切な保護を図る。 

 本史跡の保存、活用、整備には考古学や文献史学などの専門的な側面を有するため、専門家や

有識者及び文化庁や愛媛県教育委員会からの適切な指導・助言を得ながら事業を推進する。 

 必要な予算を継続的に確保し、地元住民や漁協とも連携し、官民一体となって本史跡の適切な

保存管理を行っていく。 

図 38：運営体制模式図 
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第２節 事業スケジュール 

 事業スケジュールは、保存活用計画との整合を考慮し、実施期間を短期計画（2021 年度～2030

年度）、長期計画（2031年度以降）に仕分けすることとする。整備事業は、その進捗や市の体制、

予算等の状況に応じて、適宜見直しながら実施していく。 

（１）短期計画

 優先して実施すべき施策について、短期計画として今後２年間で整備基本計画の策定から保存

整備工事の実施設計を実施した後、サクラ伐採や雨水排水対策、切岸（法面）保護対策等の災害

復旧及び保存整備工事を行う。また、保存整備工事に並行して南部平坦地の発掘調査及び木柱の

理化学調査を行う。南部平坦地の発掘調査後は、岩礁保護対策等の海岸部の保存整備工事を実施

していくものとし、併せて、本史跡の上陸者に対応したガイドブックの作成を行う。 

 保存整備工事完了後は、活用整備工事の実施設計に基づき四阿、トイレ、桟橋の順に活用整備

工事を実施していく。各種の便益施設の工事の後に遺構表示や案内サイン等の活用整備工事を行

う。 

 なお、整備工事期間中についても、継続的に公開を行うとともに地域住民や地元の学校と協働

し手作りサインを作成するなどして、活用を図りながら本史跡の価値の理解や愛着の醸成を図る。

そして、全ての整備工事が完了した際には、オープン記念イベント等を開催する。 

 また、本史跡のより良い公開活用を行うために、ガイダンス施設である村上海賊ミュージアム

の改修と展示内容を現地の状況や最新の調査成果を反映した形にした展示リニューアルを行う。 

 表５：短期年次計画 

項目／期間
令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

令和６年度
(2024年度)

令和７年度
(2025年度)

令和８年度
(2026年度)

令和９年度
(2027年度)

令和10年度
(2028年度)

令和11年度
(2029年度)

令和12年度
(2030年度)

公開活用

ガイドブックの
作成

村上海賊ミュージ
アムの改修

保存整備工事
（海岸部）

保存整備工事
（南部平坦地）

能島・鯛崎島
地形測量

能島・鯛崎島
サクラ伐採工事

保存整備工事
（陸地部）

整備工事基本設計

南部平坦地
発掘調査

保存整備工事
実施設計

活用整備工事
実施設計

活用整備工事
(四阿、トイレ等)

活用整備工事
（桟橋等）

活用整備工事
（案内サイン等）

整備事業報告書

整備工事期間中は部分的な公開 全面公開
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（２）長期計画

 短期計画に引き続き、長期計画として鯛崎島の歴史的構造物の移転、更新の調整を行い、最終

的な移転のための素地を整える。また、鯛崎島は現状私有地であることから、永く適切な保存を

図るため将来的には公有地化を図る。この他、史跡指定地外のビューポイント整備やデジタルコ

ンテンツの作成も行っていく。

継続事業としては、本史跡のモニタリングや環境保全や維持管理を行い、村上海賊ミュージア

ムでは継続して調査研究・教育普及・情報発信を行うとともに、関係各課及びボランティア団体

等との管理運営体制の整備を行っていく。 

 

 

 

 

表６：施策の実施計画 

長期
2031～

村上海賊
ミュージアム

史跡周辺
の整備

文化財保存活用地域計画策定

計画の策定、設計

歴史的構造物

改修と展示リニューアル

サクラの伐採

イベント

本史跡を眺望できるビューポイントの設定

鯛崎島

アクセス整備

解説サイン

便所、四阿、ベンチなどの更新、整備

指定地外の活用整備

公有地化

手すりや転落防止柵等の設置

保存整備

その他 モニタリング

移転、更新の調整

眺望

本史跡を眺望できるビューポイントの整備

デジタルコンテンツの作成

教育普及、情報発信、シンポジウム等

パンフレット等

活用整備

遺構表示等の整備遺構表示

住民参加型イベントの開催など

景観・環境保全のための維持管理、改修その他

園路

安全対策

便益施設

桟橋の整備や船の利便性向上など

案内、誘導、解説サインの整備

動線設定と園路の整備

本史跡の解説パンフレットや散策マップの作成

庁内関係各課、ボランティア団体等との連携

史跡の保存・活用・整備

管理・運営体制の整備

備考項目／期間

調査・研究

実施期間

基本事項

基本設計、実施設計

地形測量、三次元測量、深浅測量、文献調査等

短期
2021～2030

石積

岩礁

郭

修復・積み直し

岩礁保護対策工事

雨水排水対策工事の実施

整備工事完了・公開


